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第 4 章では、面内圧縮荷重を受ける矩形板の 2次座屈現象について明らかにするために、動的な弾性大たわみ解析






























以上のように、本論文は、船体構造などの連続防携パネルの防携材で仕切られた 1 枚の板部材が 1 方向に面内圧縮
荷重を受けて座屈・塑性崩壊する場合を対象として、まず、 2 次座屈が発生する前に圧壊する場合の座屈・塑性崩壊
挙動について、従来得られている知見を整理して纏めている。つぎに、新たに定式化した解析的手法および有限要素
法を適用して静的/動的な弾性/弾塑性大たわみ解析を実施し、初期座屈発生後の 2 次座屈挙動について、初期たわみ
や溶接残留応力の影響も含めて明らかにしている。これらの成果は船舶海洋工学に寄与するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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